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■平成12(2000)年設立
■〒630-8133　奈良市大安寺３丁目9-14-202
（代表　中田ひとみ　方）
TEL/FAX　0742-63-1482
E-mail　nakatah@kih.biglobe.ne.jp
■制作冊子(共同制作を含む)
「教職員のためのセクシュアル・マイノリティ
サポートブック」
「性・セクシュアリティ人権マップ 奈良県版」
「わたしたちはここにいる　性的マイノリティ
　　の声：奈良県版」
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■「性と生を考える会」とは？
　人はどのように、他人の性別を判断してい
るのでしょうか？見た目の性別が、必ずしも
体・心・戸籍の性別と同じとは限りません。
生まれた時の体の性別とは異なる性で生きる
人、恋愛・性的対象が同性・両性である人な
ど、いわゆる性的マイノリティ(ＬＧＢＴＱ
など)と呼ばれる人たちが世界中にいます。
　人の数だけ性のありようは多様であり、誰
もが多様な性を生きる当事者であると考える
こともできます。多様な性のありようも含
め、性を人権の視点から考えようと始めたの
が、「性と生を考える会」です。

■こんな活動をしています
会の結成当時、まずは、タブー視されがち

な性について、自由に語り合える場、考え学
べる場を作ることを目的に、学習会やサロン
を始めました。さらに、日常の社会生活にお
いて、実際に性的マイノリティの人たちが受
ける不便や不利益、苦痛を解決するために、
奈良県内の自治体及び関係機関への要望書や
陳情書、意見の提出など地域への働きかけを
積極的に行ってきました。また、性的マイノ
リティの存在や多様な性のありようについて
知ってもらえるよう、冊子や通信の発行、研
修会への講師派遣など、情報発信や啓発活
動、交流や相談活動などを行っています。

■成果と課題
近年、活動を通して感じることは、性的マ

イノリティについて話がしやすくなってきた
ということです。社会での認知も広まりつつ
あります。
　しかし、性的マイノリティの人たちは、ま
だまだ多くの点で暮らしにくさを感じながら
毎日を過ごしています。例えば、肉体的には
男性であっても心は女性である人が、安心し
て使えるトイレはほとんどありません。ま
た、たとえ長年一緒に暮らしていても、同性
のパートナーが家族扱いされる制度はありま
せん。
　自分が性的マイノリティであることは、家
族や友人、職場には言いにくいと思っている
人がたくさんいます。生きづらさやストレ
ス、自分自身の存在を否定されるような環境

性と生を考える会

の中で、不登校や引きこもりになっている
人、自殺願望を抱える人たちがいます。いじ
められた経験を持つ人も少なくありません。
何より、人と違った性のありように気づいた
子どもたちが、自分を知るための情報や教育
がありません。
　学校現場ではようやく具体的な取組が始
まったところです。まずは、自分が何者であ
るのか悩み苦しむ子どもたちに、自分を肯定
するための情報と安全な環境を届けるという
ことは、教育・社会面における非常に重く緊
急の課題です。

■最後に
ニュースやイベントばかりが注目されがち

ですが、この奈良県にも性的マイノリティの
人々は暮らしています。地方ならではの課題
や苦労もあります。テレビの向こうの話では
なく、地域の、隣にいるかもしれない人たち
の話なのです。
　自分とは違う人を理解することは難しくて
も、現実に多様な性のありようがあり、それ
ぞれに尊重されるべき人生があることを知っ
て欲しいと思います。
マイノリティの子どもたちが自分の将来に

希望を持てるような社会、性別・性自認・性
別表現・性的指向にかかわらず誰もが尊厳を
守られ自分らしく生きることができる社会に
なるよう、これからもこの奈良で活動してい
きたいと思います。

☎０７４２－２７－８７１６ （土・日・祝日・年末年始除く ８時３０分～１７時１５分）

奈良県人権施策課総務・同和対策調整係

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

犯罪被害者支援に、社会全体で取り組みましょう

県内の主な相談窓口

～犯罪の被害にあったら・・・
まずはご相談ください～

■ 公益社団法人 なら犯罪被害者支援センター

・中南和相談コーナー

☎０７４２－２４－０７８３

なら犯罪被害者支援センターとは？

犯罪被害者の方々のおかれている状況
条例で定める行政の役割

～犯罪にあわれた方々をみんなで支え合う社会の実現をめざして～

平成28年4月１日より「奈良県犯罪被害者等支援条例」を施行しました
　犯罪にあわれた方やそのご家族は、突然の予期せぬ出来事に、生命・心身・財産
などの直接的被害だけではなく、周囲の無理解や誤解による二次被害など、多くの
問題を抱えています。
　「奈良県犯罪被害者等支援条例」は、これらの方々が悩みを自分たちだけで抱え込
まず、早急に平穏な生活を営むことができる社会の実現をめざして制定されました。
　「わたしたちに何ができるだろう・・・」
　これらの方々の置かれている状況を知り、途切れない支援によりみんなで支え
合う社会をつくりましょう。

　当センターは、犯罪被害者等への支援を目的に
設立された、奈良県公安委員会指定の犯罪被害者
等早期援助団体です。
　ひとりで悩まないで、ご相談ください！
　また、臨床心理士による相談日も設けています｡

家族の生命を奪われた･･･
身体に傷を負った･･･
性犯罪に遭った･･･
交通事故に遭った･･･　　など

（土・日・祝日・年末年始除く 10時～16時）

ゼロ　 ナ  　ヤ　 ミ

☎０７４４－２３－０７８３
（月・火曜のみ 10時～16時）

ゼロ　 ナ  　ヤ　 ミ

・相談や相談窓口情報提供等をします。
・心身に受けた影響からの回復を支援
します。
・安全の確保・居住の安定を支援します。

など

わたしたちにもできること

・犯罪被害者の方々がおかれている状況
を理解する。
・話し相手や相談相手になる。
・興味本位の質問やうわさ話をしない。

など

どこに相談していい
のかわからない

ショックで夜も
眠れない

病院に付き添って
ほしい

また襲われるかと
思うと不安

生活が
苦しくなった

自宅に
住めなくなった

■ ナポくん相談コーナー（県警察本部）

（プッシュ回線）

（ダイヤル回線）

☎♯９１１０
☎０７４２－２３－１１０８

■ 県人権施策課

☎０７４２－２７－８７２６
（土・日・祝日・年末年始除く ８時30分～17時15分）

・性暴力被害専用電話

☎０９０－１０７５－６３１２
（土・日・祝日・年末年始除く 10時～16時）

＊女性支援員が対応


